
　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
10
月
の
任
期
満
了
に
よ
り

ま
す
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
引

き
続
き
町
政
に
当
た
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
行
政
は
一
つ

一
つ
の
結
果
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、

「
行
政
は
日
常
に
あ
り
」
を
信
念
と

し
て
お
り
ま
す
。
財
政
を
再
建
し
、

健
全
化
す
る
こ
と
を
継
続
し
て
、
子

ど
も
や
孫
の
世
代
に
借
金
の
負
担

を
で
き
る
限
り
残
さ
な
い
よ
う
に
責

任
を
も
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
東
京
法
令
出
版
の
「
選

ば
れ
る
自
治
体
の
条
件
」
で
は
巻
頭

に
、
住
民
は
自
分
の
選
好
を
満
足
さ

せ
て
く
れ
る
自
治
体
に
住
む
こ
と
を

望
み
、
満
た
し
て
く
れ
な
い
自
治
体

か
ら
は
離
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な

行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
住
民
は
自

ら
の
意
思
表
明
を
明
確
に
す
る
。
と

あ
り
ま
す
。
財
政
再
建
の
継
続
と
、

福
祉
、
医
療
、
教
育
、
基
盤
整
備
、

雇
用
創
出
、
安
全
安
心
、
防
災
減

災
等
に
取
り
組
み
、
町
民
の
皆
さ
ま

一
人
ひ
と
り
が「
住
ん
で
良
か
っ
た
」

「
住
み
続
け
て
良
か
っ
た
」
と
思
え

る
町
に
、そ
し
て
町
の
隅
々
ま
で「
や

す
ら
ぎ
」
と
「
潤
い
」
を
感
ず
る
町
、

来
町
さ
れ
た
方
々
か
ら
「
お
も
て
な

し
の
心
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
町

で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
防
災

減
災
で
は
、
芦
川
の
護
岸
整
備
は
昨

年
、整
備
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

事
業
期
間
は
平
成
25
年
度
か
ら
平

成
36
年
度
ま
で
の
12
年
間
で
笛
吹

川
合
流
域
か
ら
Ｊ
Ｒ
身
延
線
鉄
橋

ま
で
の
１
，
３
０
０
メ
ー
ト
ル
を
改

修
（
両
岸
と
も
）
し
ま
す
。
事
業
費

は
20
億
円
で
費
用
は
国
と
県
で
す
。

こ
の
事
業
完
成
後
は
さ
ら
に
上
流
の

川
浦
橋
ま
で
の
１
，
０
０
０
メ
ー
ト

ル
を
改
修
す
る
計
画
で
す
。
高
田

大
正
田
の
高
田
排
水
機
場
は
昭
和

42
年
に
県
営
の
湛
水
防
除
事
業
と

し
て
整
備
さ
れ
て
か
ら
46
年
が
経

過
し
、
老
朽
化
に
よ
り
排
水
能
力

が
著
し
く
低
下
し
て
い
ま
す
。
国
・

県
の
補
助
に
よ
り
全
面
的
な
改
修

の
見
通
し
が
た
ち
ま
し
た
。
道
路
な

ど
交
通
ア
ク
セ
ス
で
は
、
中
部
横
断

自
動
車
道
は
平
成
30
年
３
月
末
の

開
通
、
仮
称
六
郷
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
継
続
、
黒
沢

バ
イ
パ
ス
は
平
成
26
年
度
末
に
完

成
、町
道
矢
作
上
野
線
（
三
珠
陸
橋
）

の
継
続
、
新
規
。
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
で
は
、
三
珠
地
区
、
六

郷
地
区
が
主
で
総
事
業
費
は
28
億

円
（
負
担
割
合
は
国
50
％
、県
35
％
、

町
15
％
）
で
、
平
成
26
年
度
か
ら

32
年
度
ま
で
の
７
年
間
で
事
業
実

施
の
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

町
政
へ
の
姿
勢
は
、
子
ど
も
た

ち
の
未
来
に
責
任
を
持
つ
町
政
で

あ
り
た
い
と
常
に
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
町
政
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
は
午う

ま

年
で
す
。

　

馬
は
、
人
間
と
意
思
の
通
う
家
畜
と

し
て
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

人
類
が
馬
を
家
畜
と
し
て
飼
い
始
め

た
の
は
、
牛
よ
り
も
遅
く
、
紀
元
前

四
千
年
ご
ろ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
墳

時
代
の
遺
跡
か
ら
は
馬
の
埴
輪
も
出
土

し
て
い
ま
す
。
万
葉
集
に
も
、
馬
を
詠

ん
だ
歌
が
多
数
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
今

日
ま
で
、
運
搬
用
、
農
耕
用
、
乗
馬
用

は
も
ち
ろ
ん
、
戦
争
や
狩
猟
に
も
馬
は

登
場
し
ま
す
。

　

馬
と
聞
く
と
競
走
馬
を
連
想
さ
れ
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
馬
同
士
を
競

わ
せ
る
行
事
は
、
走

は
し
り
う
ま馬、

競
き
そ
い
う
ま馬

な
ど
と

い
っ
て
、
奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
現
代
で
は
、
競
馬
と
い
え
ば

サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
。
よ
り
速
く
走
れ
る
よ

う
に
と
、
品
種
改
良
を
重
ね
て
つ
く
り

あ
げ
ら
れ
た
馬
で
す
。
広
い
胸
幅
、
よ

り
発
達
し
た
後こ

う
く躯
、
４
０
０
キ
ロ
を
超

平
成
26
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
長

久  

保  

眞  

一

午
年
。

子どもたちの未来に責任を持つ
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
町

議
会
を
代
表
し
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
年
が
素
晴
ら
し
い
一
年

で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
希
望
を
抱

き
、
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
国
政
で
は
一
番
大
き
な
課

題
で
あ
っ
た
「
デ
フ
レ
経
済
か
ら

の
脱
出
」
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
も
あ
り
、
よ
う
や
く
先
の
見
通

し
が
明
る
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
２
０
２
０
年
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
の
決
定
、
富

士
山
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
等

追
い
風
と
な
っ
て
、
安
定
し
た
経

済
社
会
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
う

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
早
期
復
興
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
、
中
国
・
韓
国
と
の
外

交
の
復
活
、
沖
縄
の
基
地
移
転

等
々
、
大
き
な
課
題
が
今
年
は
着

実
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
政
に
お
い
て
は
、
合

併
し
て
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨

年
久
保
町
長
が
再
選
さ
れ
、「
日

本
一
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
た
第
一
次
総
合
計

画
を
推
進
中
で
す
。
財
政
状
況
の

厳
し
い
中
で
す
が
、
こ
の
計
画
の

最
終
章
を
目
指
し
、
議
会
も
一
体

と
な
り
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
特

に
今
年
の
大
き
な
課
題
と
し
て
、

４
月
開
院
予
定
の
峡
南
医
療
セ
ン

タ
ー
の
円
滑
な
立
ち
上
げ
、
高
校

を
町
内
に
存
続
さ
せ
る
た
め
の
体

制
づ
く
り
な
ど
万
全
を
期
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
議
会
改
革
の
一
環
と
し

て
、
議
会
の
役
割
、
町
民
の
代
表

者
と
し
て
の
議
員
の
使
命
な
ど
を

ま
と
め
た
「
議
会
基
本
条
例
」
を
、

昨
年
９
月
議
会
に
て
制
定
致
し
ま

し
た
。
町
民
の
意
思
を
反
映
し
、

充
実
し
た
議
会
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
市
川
三

郷
町
の
更
な
る
発
展
に
向
け
て
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
良
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う

ご
祈
念
申
し
上
げ
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
１
日

市
川
三
郷
町
議
会
議
長

内 

田  

利 

明

す
体
を
支
え
る
細
い
脚あ

し

。
た
て
が
み
を

な
び
か
せ
て
走
る
姿
は
、「
走
る
芸
術
品
」

と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
ほ
れ
ぼ
れ

と
す
る
美
し
さ
で
す
。

　
「
人
に
は
添
う
て
み
よ
、
馬
に
は
乗
っ

て
み
よ
」。
人
と
は
、
付
き
合
っ
て
み
な

け
れ
ば
、
そ
の
人
の
こ
と
は
分
ら
な
い

も
の
で
、
外
見
だ
け
で
、
そ
の
人
（
馬
）

の
こ
と
を
判
断
し
て
は
い
け
な
い
と
い

う
た
と
え
で
す
。
人
と
は
生
活
を
一
緒

に
し
た
り
、
仕
事
を
し
た
り
し
て
、
は

じ
め
て
、
相
手
の
性
格
や
自
分
と
の
相

性
な
ど
が
分
か
り
、ま
た
、馬
に
は
、乗
っ

て
み
な
い
と
、
そ
の
馬
の
癖
や
、
乗
り

心
地
な
ど
も
分
ら
な
い
。
ど
ん
な
こ
と

で
も
、
経
験
し
て
み
な
い
と
本
当
の
こ

と
は
分
ら
な
い
の
で
と
に
か
く
や
っ
て

み
ろ
と
い
う
教
え
で
す
。

　
「
馬
が
は
ね
る
と
雨
に
な
る
」
と
言
う

地
域
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、「
雨
に
な
る
」

の
で
は
な
く
、「
晴
れ
る
」
と
、
反
対
の

意
味
を
言
う
地
方
も
あ
り
ま
す
。
馬
と

人
間
と
の
関
係
、
そ
の
地
域
の
気
候
条

件
な
ど
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

　

初
も
う
で
な
ど
で
奉
納
す
る
絵
馬
は
、

も
と
は
神
社
や
寺
に
馬
を
奉
納
す
る
代

わ
り
に
、
馬
の
絵
を
書
い
た
の
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
午
年
の
今
年
も

ま
た
、
神
社
に
は
た
く
さ
ん
の
絵
馬
が

奉
納
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
も
、
馬
力
ア
ッ
プ
で
大
い
に
頑

張
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
、
馬
耳
東
風
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
い
き
ま
す
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ウ
マ
く
乗
り
切
り

た
い
も
の
で
す
。

年頭のあいさつ
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小泉
劇場

想定
内（
外）

イナ
バウ
アー

ハニ
カミ
王子

グ～
！

どげ
んか
せん
とい
かん

アラ
フォ
ー

品格

祝

100
号

100 号のあゆみ

  平成１７年 創刊号～第３号

■�市川三郷町誕生（10.1）
■�暮らしのガイドブック発行（10.1）
■�市川三郷町開庁式、町長職務執行者に水上末雄氏（10.1）
■�市川三郷町長選挙、初代市川三郷町長に久保眞一氏（11.13）

■�意外と人気な？「あとがき」の連載が始まる（5月号）
■�みたまの湯来館者が50万人を突破（7.21）
■�市川三郷町長及び市川三郷町議会議員一般選挙が行われ、久保眞一町長
が再選、新町議会議員18 名が選出される（9.24）
■�つむぎの湯来館者が20万人を突破（12.2）
■�平成18 年度山梨県広報コンクールで最優秀賞を受賞（以後 H24まで7回受賞）

愛広報担当が選んだ国内の主な出来事
ＪＲ福知山線脱線事故

  平成１８年 第４号～第１５号 命広報担当が選んだ国内の主な出来事
ＷＢＣで王ジャパン世界一

■�町民の皆さんのご意見を直接お聞きする「町民と町長のふれあい室」を開
設（1月号）
■�市川三郷町「町民憲章」「町の木・町の花」が決定。町の花には『りんどう』、
町の木には『さくら』が選ばれる。（5月号）
■�町民の皆さんに予算の使い方をわかりやすく紹介した「知ってほしい、まち
の予算」を発行（6月号）
■�町内の事件事故防止のパトロールカー「青パト」始動！（8.27）

  平成２０年 第２８号～第３９号 変広報担当が選んだ国内の主な出来事
新型携帯電話「iphone3G」発売

■�市川三郷レンジャーが市川高校美術部のデザインで誕生、3月8日には『に
んにん』『どんどん』『ぽんぽん』の名前が決定
■�つむぎの湯来館者が30万人を突破（3.23）
■�新健診制度、後期高齢者医療制度がはじまる（4.1）
■�コミュニティバス六郷線の本運行がはじまる（4.1）
■�みたまの湯来館者が100万人を突破（6.14）
■�コミュニティバス山保線の本運行がはじまる（8.1）
■�市川三郷町「総合計画・国土利用計画」策定（9月）

　
市
川
三
郷
町
の
施
策
や
事

業
、
で
き
ご
と
な
ど
に
つ
い

て
お
伝
え
し
て
い
る
「
広
報

い
ち
か
わ
み
さ
と
」。
平
成

17
年
10
月
１
日
に
市
川
三
郷

町
が
誕
生
し
て
創
刊
号
を
発

行
し
て
以
来
、
８
年
と
３
カ

月
。
今
号
が
１
０
０
号
目
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
わ
か
り
や

す
く
身
近
な
広
報
を
モ
ッ

ト
ー
に
市
川
三
郷
町
の
動
き

を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

　
１
０
０
号
を
記
念
し
、
広

報
で
お
伝
え
し
て
き
た
主
な

で
き
ご
と
か
ら
合
併
以
降
の

動
き
を
振
り
返
り
ま
す
。

平成 17 年 10 月1日 市川三郷町誕生

「知ってほしい
町の予算」発行

「市川三郷レンジャー」誕生

  平成１９年 第１６号～第２７号 偽広報担当が選んだ国内の主な出来事
郵政民営化

今年の漢字→

新語・
流行語大賞

→
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政権
交代

ゲゲ
ゲの

なで
しこ
ジャ
パン

ワイ
ルド
だろ
ぉ

お・
も・
て・
な・
し

じぇ
じぇ
じぇ

今で
しょ
！

倍返
し

  平成２１年 第４０号～第５１号 新広報担当が選んだ国内の主な出来事
高速道路土日祝日1,000 円

  平成２２年 第５２号～第６３号 暑広報担当が選んだ国内の主な出来事
たばこが大幅値上げ

  平成２３年 第６４号～第７５号 絆広報担当が選んだ国内の主な出来事
東日本大震災発生

  平成２４年 第７６号～第８７号 金広報担当が選んだ国内の主な出来事
東京スカイツリー開業

  平成２５年 第８８号～第９９号 輪広報担当が選んだ国内の主な出来事
2020東京五輪開催決定

■�市川三郷町洪水ハザードマップが完成（3月）
■�医療費の窓口無料化を中学 3年生まで引き上げ（4.1）
■�裁判員制度がはじまる（5.21）
■�市川三郷町長選挙が行われ、久保眞一町長が再選（9.18）

■�「西八代縦貫駅伝競走大会」が「富士川駅伝競走大会」となり開催（2.14）
■�空き家バンク制度がはじまる（3月）
■�国民健康保険税の改正（4.1）
■�子ども手当制度がはじまる（4.1）
■�子宮頸がん予防ワクチン接種費用全額助成がはじまる（4.1）
■�農地法が改正「農地転用」の許可基準が厳格化される（4月号）
■�町制施行５周年記念式典が開催。村松山妙学寺26世住職・古屋智妙氏
が名誉町民となる（10.2）

■�ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチンが全額窓口無料に（1.11）
■ �3月11日午後 2時 46分　東日本大震災が発生、3月15日には岩間地
区で震度5弱を記録、本町に人的被害はなし
■�電力不足で計画停電を実施（3月）
■�市川三郷町女性消防隊が結成（4.1）
■�子宮頸がん予防ワクチン接種助成が高校1年まで拡大（4.1）
■�地上デジタル放送に移行（7.24）
■�市川三郷町・富士川町新病院設置協議会が発足（12.27）

■�山梨県ドクターヘリ運用開始 (4.1)
■�市川三郷町・富士川新病院設置協議会が解散（4.23）
■�市川三郷観光大使に本町出身の俳優市瀬秀和さんを委嘱（4.26）
■�みたまの湯来館者が200万人を突破（5.11）
■�「地場産業でつなげる『絆』東北＋市川三郷町」として、福島県いわき市
で開催の「復興フェスティバル」で、復興祈念花火を打ち上げる。市川高
校書道部は書『未来』と『絆』の２作品を出展（5.27）岩手県釜石市では「絆
プロジェクト～絆を拡げて元気になろう応援隊」と銘打ち、巨大絵巻作り
や紙すきを体験できるイベントを開催（6.2）
■�峡南北部二病院統合協議会が発足（11.30）

■�名誉町民である十二代目市川團十郎さん死去（2.4）
■�市川大門駅に28 年ぶり駅員が配置（4.1）
■�峡南北部二病院統合事務組合が発足（4.1）
■�町税のコンビニ納付が開始（4.1）
■�富士山が世界文化遺産登録（7.3）
■�第1回甲斐の国市川古道四尾連稜線トレイルランが開催（9.29）
■�第 28回「国民文化祭やまなし2013」市川三郷町主催事業�美術展『書』
が開催（10.12）
■�市川三郷町長選挙及び市川三郷町議会議員補欠選挙が行われ、久保眞一
町長が再選、髙尾�貫氏、佐野勝也氏が無投票当選となる。

ハザードマップ

市川三郷町フォトコンテスト

国民文化祭やまなし2013 美術展『書』
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固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税
は
、

毎
年
１
月
１
日
の
状
況
で
課
税
さ
れ

る
た
め
、
平
成
25
年
中
に
取
り
壊
さ

れ
た
建
物
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
取
り
壊
し
た
建
物
な
ど
の

把
握
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
課
税
誤

り
な
ど
を
な
く
す
た
め
建
物
を
取
り

壊
し
た
際
に
は
、
本
人
か
ら
そ
の
建

物
の
「
滅
失
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
中
に
建
物
を
取
り
壊
し
た
方

は
、「
滅
失
届
」
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
住
宅
用

の
土
地
に
は
、
税
の
軽
減
措
置
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
取
り
壊

し
、
ま
た
は
店
舗
を
住
宅
に
改
築
す

る
な
ど
で
、
土
地
の
固
定
資
産
税
も

変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
届
出
に
必
要
な
も
の
】
印
鑑

【
提
出
場
所
】
▽
町
税
務
課
資
産
税

係
▽
三
珠
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係
▽

六
郷
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

【
問
い
合
わ
せ
】

町
税
務
課
資
産
税
係

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
４

建
物
を
取
り
壊
し
た
ら
「
滅
失
届
」
の
提
出
を

　

平
成
26
年
4
月
に
小
中
学
校
へ
入

進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
に
対
し
て
、
県
か
ら
「
ひ
と
り
親

家
庭
小
中
学
校
入
進
学
支
度
金
」
を

支
給
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い

て
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
は

申
請
し
て
下
さ
い
。

【
支
給
要
件
】

▼
県
内
在
住
で
あ
る
こ
と
。

▼
平
成
26
年
4
月
に
山
梨
県
内
の
小

中
学
校
（
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
、

中
学
部
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る
児

童
を
監
護
し
、
生
計
を
同
一
と
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
（
父
母
の
な
い
児

童
の
養
育
者
を
含
む
）
で
あ
る
こ
と
。

※
た
だ
し
、
児
童
福
祉
施
設
（
母
子

生
活
支
援
施
設
を
含
む
）
に
入
所
中

の
児
童
、
ま
た
は
里
親
に
委
託
中
の

児
童
は
除
く
。

▼
平
成
25
年
（
平
成
24
年
分
収
入
）

の
所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
あ
る

こ
と
。（
た
だ
し
、
年
少
扶
養
親
族
に

対
す
る
扶
養
控
除
の
廃
止
及
び
16
歳

以
上
19
歳
未
満
の
者
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
上
乗
せ
部
分
の
廃
止
が
な
い

も
の
と
し
て
計
算
し
た
場
合
に
所
得

税
が
非
課
税
と
な
る
世
帯
を
含
む
）

▼
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と

【
支
給
額
】
児
童
1
人
に
つ
き
1
万
円

【
申
請
期
限
】
1
月
4
日
～
31
日

※
平
成
26
年
1
月
1
日
以
降
、
支
給

要
件
を
満
た
し
た
場
合
や
、
期
限
ま
で

に
申
請
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

3
月
31
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

【
提
出
場
所
】

▽
町
役
場
本
庁
舎
福
祉
支
援
課

▽
三
珠
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
係

▽
六
郷
庁
舎
い
き
い
き
健
康
課
子
育

て
支
援
係

【
提
出
書
類
】
申
請
用
紙
は
各
提
出
場

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▽
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学

支
度
金
支
給
申
請
書

▽
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
金
受

給
者
証
（
写
し
）［
ひ
と
り
親
家
庭
医

療
費
助
成
を
受
給
し
て
い
な
い
場
合

は
戸
籍
謄
本
と
住
民
票
謄
本
］

【
問
い
合
わ
せ
】

町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
５
５
６
（
３
２
）
２
１
１
４

ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校
入
進
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す

PICK UP

ひ

　び

　と

あ 

や 

み

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

み 

ち 

る

あ 

い 

み

ゆ

　み

　な

　り

誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

結
婚
す
ば
ら
し
い
ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み
11月

届出分
（敬称略）

お
め
で
た

ひ

　び

　と

あ 

や 

み

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

み 

ち 

る

あ 

い 

み

ゆ

　み

　な

　り
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PICK UP
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
が

帰
宅
後
、
家
庭
で
適
切
な
保
護
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
に
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
の
で
、
入
所
を
希
望
さ
れ
る

保
護
者
の
方
は
必
ず
ご
参
加
下
さ
い
。

※
入
所
申
込
書
は
当
日
の
会
場
で
の

み
配
布
し
ま
す
。

【
対
象
児
童
】

　

町
内
小
学
校
に
通
学
し
て
い
る
1

年
生
か
ら
３
年
生
で

①�

保
護
者
が
就
労
な
ど
で
日
中
適
切

な
保
護
が
受
け
ら
れ
な
い
児
童

②�

疾
病
な
ど
で
日
中
適
切
な
保
護
が

受
け
ら
れ
な
い
児
童

③�

そ
の
他
、
健
全
育
成
上
指
導
を
必

要
と
す
る
児
童

【
日
程
】
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
７

時
か
ら
〔
受
付
〕
午
後
６
時
30
分

※
い
ず
れ
の
会
場
で
も
参
加
可
能

※
所
要
時
間
は
１
時
間
程
度
を
予
定

▽
２
月
４
日
㈫
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

▽
２
月
６
日
㈭
市
川
大
門
町
民
会
館

２
階
講
堂

▽
２
月
７
日
㈮
大
同
地
区
公
民
館
２

階
ホ
ー
ル

▽
２
月
12
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
２
階
研
修
室

【
問
い
合
わ
せ
】

町
い
き
い
き
健
康
課
子
育
て
支
援
係

☎
０
５
５
６
（
３
２
）
２
１
１
４

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
希
望
者
は
必
ず
説
明
会
に
ご
参
加
下
さ
い

　

山
梨
県
で
は
、
次
の
方
を
対
象
に

自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
助
成
対
象
期
間
は
、
平
成
25

年
１
月
か
ら
12
月
で
す
。

【
対
象
者
】
自
動
車
税
ま
た
軽
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
で
、

▼
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
の
方

▼
療
育
手
帳
Ａ
の
方

▼
戦
傷
病
者
手
帳
特
別
項
症
第
１
項

症
ま
た
は
第
２
項
症
に
該
当
す
る
方

【
申
請
用
紙
】
▽
峡
南
保
健
福
祉
事

務
所
▽
町
役
場
福
祉
支
援
課
▽
三
珠

支
所
▽
六
郷
支
所
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。

【
申
請
方
法
】申
請
に
は
、領
収
書（
請

求
者
の
氏
名
・
販
売
店
の
印
が
あ
る

も
の
）
ま
た
は
、
支
払
い
証
明
書
が

必
要
で
す
。

【
受
付
日
時
・
会
場
】
次
の
い
ず
れ

か
の
会
場
で
、
助
成
金
の
請
求
手
続

き
を
し
て
下
さ
い
。

▽
１
月
15
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３

時　

南
部
町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
１
月
17
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
３

時　

町
役
場
本
庁
舎
１
階
大
会
議
室

▽
１
月
21
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３

時　

身
延
町
中
富
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
１
階
会
議
室

▽
１
月
24
日
㈮
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

南
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
小
会
議
室

※
こ
れ
ら
の
日
程
に
都
合
の
つ
か
な

い
場
合
は
、
峡
南
保
健
福
祉
事
務
所

福
祉
課
（
南
巨
摩
合
同
庁
舎
１
階
）

で
も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し

２
月
７
日
㈮
午
後
４
時
で
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

峡
南
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課

☎
０
５
５
６
（
２
２
）
８
１
４
５

障
害
者
の
自
動
車
燃
料
費
を
助
成
し
ま
す

ひ

　び

　と

あ 

や 

み

地区名頭ライン

名前頭ライン

　

み 

ち 

る

あ 

い 

み

ゆ

　み

　な

　り

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す

死
亡

氏　

名

届
出
人

地　

域

 

お
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ま
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